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清代から民国期における温州沿海と海盗
松　浦　　　章
一　緒　言
　中国大陸の長江口から台湾海峡以北に位置する東シナ海沿海に瀕する浙江省
は，地理的にも日本に近く，古くから交渉があった。その最大の理由の一つが
地理的に近く，外洋航行が比較的に短距離で可能であったことから，船舶によ
る交流が頻繁に行われた交渉の歴史がある。とりわけ15世紀には，倭寇が日本
に近い浙江省を頻繁に襲撃したことが，中国側の記録にも多く記録されてい
る１）。その倭寇が襲撃したとされる浙江省沿海東南部の温州の近海は，また古
くから海賊・海盗が出没する海域として知られている２）。その後の清代におい
ても中国沿海に出没する海賊は絶えることが無く，とりわけ浙江から福建，廣
東沿海にかけての海域に多くの海賊が出没した３）。
　倭寇が浙江省を襲撃した理由の一つに，日本からの航路が関係していた。萬
暦『温州府志』巻六，兵戎志，海防，「入寇海道」の条にその根拠を次のよう
に記している。
日本居大海中，東南則琉球・呂宋諸国，西北則月氏・朝鮮諸国，倭夷自本
国開船時，遇東北風則，必由薩摩洲，或五島，至大小琉球，而視風之変遷，
北風多則犯広東，東風多則犯福建，東北風多則至韭山・大陳・積穀・邳山・
大鹿，而犯温州，或進烏紗門・普陀，而犯舟山・定海，或径由菲山，而犯
象山・昌国・台州，…大抵倭船之来，恒在清明之後，以其東北風多，若過
五月風，自南来倭不利矣。重陽後風，亦有東北，若過十月風多西北，倭亦
不利矣４）。
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　日本から帆船で東北風が多く吹けば，その風を受けて南九州の薩摩や長崎県
の五島から直ちに浙江省中部沿海地区に到達する航路が生じた。その日本から
中国への航運上の目標地が，浙江省最東端にある寧波府の象山県東部の海上に
位置する韭山列島であった。そこから沿海に沿って南下すれば温州が襲撃地と
なり，北上すれば舟山列島が襲撃地となると見られたのである。襲撃の時期は
旧暦の清明節（陽暦の四月上旬）から五月までの一，二ヶ月であり，重陽節即
ち旧暦の九月九日から一ヶ月以内の間がその時期であった。
　この記録からも明なように温州も倭寇の襲撃地の一つであったことがわかる。
　浙江東南部沿海の温州府下も倭寇の襲撃をうけた。萬暦『温州府志』巻六，
兵戎志，海山要害によれば，温州沿海において最初の襲撃される地としては甌
江口の左岸に位置する黄華鎮であったことが次の記述からわかる。
大巖頭山賊船，自鳳凰，南麂霓嶴，蒲門，玉環而來，倶經此山，今撥黄華
兵船，毎遇風汛於此，廵哨海島，玉環山與蒲岐相對，此山懸居海中，聯絡
深長，背則台州府所屬太平・松門交界。海洋賊自北來必經此處，今撥黄華
港兵船，廵哨黄大嶴與黄華港直衝，倭船由入犯黄華岐頭等處５）。
　温州を襲撃するため沿海の北方から来航する海賊も，南から来航する海賊も
黄華鎮やその近隣の岐頭が襲撃に最適の地として見られていたようである。
　明代において温州を襲撃した倭寇に関しては萬暦『温州府志』巻十八，寇警
に詳細に記されている。倭寇の襲撃に際して温州府の居民も無策であったわけ
ではない。その対策の一つが防塁の要塞施設を建設したことである。現在もそ
の遺構が，温州市の龍湾地区に残された永昌堡（次頁左側写真）である。設置
された碑文から嘉靖三十七年（1558）四月に建設されたとあることは，上記の
倭寇の襲撃が峻烈となった嘉靖三十七年の時期と一致している。
　温州の最南端沿海の蒼南縣の蒲城の城壁（次頁右側写真）も倭寇の襲撃から
防備するために建築されたものである。この2件の写真は，2005年12月の浙江
沿海の調査のものである。
　そこで，本稿において温州近海において出没した海盗について清代から中華
民国前期の時期を中心に述べてみたい。
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二　乾隆・嘉慶年間の温州沿海における海盗
　清代における温州沿海の海域においてどのような海賊行為が見られたかを，
琉球国への使琉球使であった李鼎元等が搭乗した封舟が襲撃された事例につい
て述べたい。
　琉球国での公務が終わり，嘉慶五年（1800）十月二十日に那覇港を出港し福
州を目指した。李鼎元は『使琉球記』嘉慶五年十月二十九日戊寅の条に，温州
近海での海盗の襲撃の一端を記している。
…巳刻，稍霽，見溫州南杞山，舟人大喜。少頃，見北杞山，有船數十隻泊
焉，舟人皆喜曰，此必迎護船也。霧漸消，山漸近，守備登後艄以望，驚報
曰，泊者，賊船也。余曰，舟已至此，戒兵無譁。速食，備器械。余亦飽食。
守備又報賊船皆揚帆矣，與介山衣冠出，先禱於天后，飭吐者，病者悉歸艙，
登戰臺，誓衆曰，賊眾我寡，爾等未免膽怯。然賊船小，我船大，彼絡繹開
帆，縱善駕駛，不能並集，猶一與一之勢也。…
　琉球国への冊封使等が搭乗していた封舟が，浙江省東南沿海の温州府沖の南
麂山付近に来た時，霧がはれてきたので，船員達は喜び，数十隻の船が見えた
ので，迎えの護衛船だとして喜んだ。しかし霧が晴れて見たところ，護衛船だ
と思われたのが海賊船であることが明らかとなった。そこで李鼎元は全員に速
やかに食事を済ませ戦闘の準備を命じている。間もなく海賊船の全てが帆を揚
げて，封舟に近づいて来る様子であった６）。
　この嘉慶五年時期の温州近海での海盗について，さまざまな報告がされてい
（温州・永昌堡） （温州蒼南縣・蒲城）
關西大學『文學論集』第67巻第２号
36
る。
　嘉慶五年（1800）三月七日付の浙
江巡撫であった阮元の題本によれば，
據陳裕魁係福建長楽縣人，自置
商船一隻，在籍領照，雇配舵水
人等，攬載生理。嘉慶四年五月
十八日，攬載篾箕紙箚等貨，由
玉里渡掛號出口，七月初八日，
行至平陽縣所轄大漁内洋，遇有
匪船，駛攏圍住過船將貨物搬劫，
并客人陳中登・出海王成晃・水
手劉斗斗拉搶，而逸報經永嘉縣，
移知平陽縣會營，勘訊通詳，奉
批緝究，詳恭等因７）。
とある。嘉慶四年（1799）五月十八日に平陽縣所轄の大漁内洋において福建の
長楽縣の人であった陳裕魁所有の商船が襲撃されて，搭乗していた商客の陳中
登や出海の王成晃や水手の劉斗斗が被害に遭っている。
　嘉慶五年三月二十一日付の福建浙江総督であった玉徳の題本によれば，
縁蔡順發係福建同安縣人，自置商船一隻，雇配柁水，装載糖貨烟絲等物，
運往浙江舟山交卸，嘉慶三年十一月十八日，船至玉環廰所轄長嶼外洋，遇
有盗船駛攏船戸人等，跳下脚船上岸，被盗將船隻貨物，一併駕劫，而逸報
廰會營勘通詳奉批緝究詳恭８）
とある。嘉慶三年（1798）十一月十八日には，福建同安縣の蔡順發の商船が砂
糖や煙草や絲などを積載して浙江省の舟山に赴き交易する予定のところ，温州
府治下の沿海を航行していた。ところが玉環廰所轄の長嶼外洋で海賊に襲撃さ
れている。
　玉環は，萬暦『温州府志』巻六，海山要害によれば明清時代は温州府の管轄
であった。
浙江東南沿海図
『浙江事典』浙江教育出版社，1998年８月
所収の「浙江地勢」図による。
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大巖頭山，賊船自鳳凰・南麂・霓奥・蒲門・玉環而來。倶經此山。
とあり，海賊船の通路の一と見られていた。さらに雍正『浙江通志』巻四，玉
環に，
台州府屬太平縣，及温州府屬樂清縣交界之所，有玉環山，周圍約計七百餘
里，孤懸海面。西由烏洋，進蒲岐所至樂清縣地方。西南亦由烏洋直過黄華
門，進盤石口，至温州府城。西北由楚門所，横渡水面僅里許，即登岸逾嶺
直至太平縣止五十餘里。
とあるように，玉環は台州府の太平縣と温州府の楽清縣の交わる海域の島であ
った。その玉環は，乾隆『温州府志』巻三，建置の玉環によれば，
玉環，本台温二府界海山中，國朝雍正六年，新開設同知専駐箚太平・楽清
二縣，濱海郷村隷之。
とあるように，雍正六年に同知を新設して管轄させ，また海域に面しているた
め乾隆『温州府志』巻八，兵制によれば，
　　玉環營参将，隷温鎮駐箚海中玉環山城。
と，玉環營を設け参将による防備がされていた地でもあった。玉環山が注目さ
れた経緯は，雍正四年（1726）十一月二十日付の浙江巡撫李衞の奏摺によれば，
竊臣李衞，前因台州府屬太平縣，及温州府屬樂清縣之間海濵，不遠之處，
有一玉環山地方遼濶，自従前遷界棄置海外，無藉游民，多濳其中，私墾田
畝，刮土煎鹽，及網船漁人，搭藔住居，漸次混雜，久必不寧，…臣等細査
玉環山，雖孤懸海面，然由彼而之内地各有港口，西則由烏洋，進蒲岐所，
可至樂清縣地方。西南則亦由烏洋，直過黄花關進盤石口，可至温州府郡城。
惟西北則由楚門，横渡水面僅里許，即登岸踰嶺直至太平縣地方。旱路六十
里可到縣城，其東南有黄坎二門，出此則為外洋矣。盖此山週圍，約計七百
餘里。…此地外臨大海，内近温台太平等處，實為海疆諸郡之屏障，洋面往
來之要區，况有山可以瞭遠，海盜不能掩其形有口，可以防査洋匪難以濳其
跡，査各處水師聞，有洋盜而不能即至救護者多，緣海潮退時，船不能出，
及等潮漲，賊已遠颺，總由内地口岸遥遠，賊艘風帆迅速，追獲維艱職此故
耳。若設兵此山，由其黄坎二門，出哨追賊則無遠莫能及之慮矣，此玉環山
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之内外情形也９）。
とある。玉環山は台州府の太平縣，温州府の楽清縣との間の海域にあり，どち
らからも内地より遠くに位置するため，これまで看過されていたため無籍の游
民等が入り込み土地を耕し違法な製塩を行い漁労活動を行うなど問題の多い地
であった。しかも玉環山は海上にあると言っても海路を利用すれば楽清縣や温
州府城や太平縣城に行くのにも便利な地であったため海上交通の要所として利
用されてきた。さらに玉環山は海上にあるため海潮の満潮，干潮の差が大きく，
この干満の差を利用して海盜が悪事をしても官憲の追尾から逃れることがしば
しばあった。そのために玉環山に水軍を配置すればこのような憂いは無くなる
とされたのであった。光緒二十五（1899）年刊の『浙江沿海圖　拊海島表』に
よれば玉環島は，「属温州府玉環廰，温州鎭標玉環左右兩營管轄」10）とある。
そして同書の城鎭に「冬季閩船聚集之時，稍爲繁盛，餘皆村落」とあるように，
冬季に集まってくる福建船が増えない限り閑散とし，村落があるだけであった。
その島に福建船が集まってくるのは，同書の船隻に「商船止二三號，漁船約
三十餘號，小漁船約五百號，秋時閩船來此，捕魚者約百號」11）とあるように
秋の漁獲時期に100隻前後の福建船が来航していたのである。その意味でも，
警戒の手薄な玉環山海域は海盜にとって都合の良い場所であったのである。
　嘉慶五年（1800）三月二十一日付の福建浙江総督の玉徳の題本によれば，
縁蘇寶世係福建馬巷廰人，自置商船一隻，雇配柁水，來浙買海蜇，嘉慶三
年七月十六日，船至玉環廰所轄洞頭外洋，遇有盗船，駛攏船戸蘇寶世等跳
下脚船上岸，其餘柁水陳掌・陳勇・洪暹・陳尋・洪篤・王蔭等六人同船隻
銀錢，一并擄劫，逸報廰會營勘通詳奉批緝究詳恭12）。
とある。福建馬巷廰とあるが，澎湖島の馬公のことであろうか蘇寶世が商船と
ともに北上して浙江に赴き海蜇即ちクラゲを購入しようとしていたとあるか
ら，舟山列島の定海に赴く予定であったと思われる。それが玉環廰所轄の洞頭
外洋において海賊船に襲われ水手６名と積載していた銀兩や銅銭を奪われたの
であった。この時の被害の海域も玉環山近海であった。洞頭外洋とは『浙江沿
海圖　拊海島表』にみえる洞頭山と思われる。洞頭山は温州の東南海上の
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「四十四里」13）にあった。
　嘉慶五年（1800）六月六日付の福建浙江総督の玉徳の題本には，
縁葉長和係福建同安縣人，自置漁船一隻，雇配柁水，出洋採捕，嘉慶三年
十二月二十二日，船至玉環廰所轄披山外洋，遇有盗船，駛攏過船，劫取漁
貨鹽單印票等物，而逸報廰會營勘通詳奉批緝究詳恭14）
とある。福建同安の葉長和の漁船が浙江の玉環廰所轄披山外洋において漁労活
動中に海賊船に襲われ，捕獲した魚などや鹽單などを奪われた。披山は光緒
二十五（1899）年刊の『浙江沿海圖　拊海島表』によれば玉環島から東に「三十七
里」15）の海上に在る島である。
　嘉慶五年九月二十日付の福建浙江総督の玉徳の題本には，
縁方齊係福建漳浦縣人，在陳振成船上作出海陳振成，置有商船一隻，雇配
柁水，在厦門装載糖貨・茘枝，運往浙江寧波交卸，嘉慶三年七月初四日，
船至玉環廰所轄三盤門内洋，遇有盗船，駛攏過船，惟方齊哀求釋放，其餘
柁水周三勝・陳喜・江京・許長盛・林尚・曾朝・何媽立・何萬・陳川・江
物・方淋・方色・蘇監等十三人，連船隻一并劫駛，而逸報經永嘉縣申報，
玉環廰會營勘通詳奉批緝究詳恭16）
とある。福建東南沿海にある漳州府漳浦縣の陳振成の商船が，厦門から砂糖や
茘枝を積載して寧波に向かう途中の玉環廰所轄三盤門内洋において海賊船に襲
撃され，乗員の水手ら13名が拉致されている。三盤門内洋であるが，『浙江沿
海圖　拊海島表』によれば，温州近海の東南に三盤山があり，温州の黄華關よ
り「四十六里」17）にあり，船隻を「百餘號」18）を入港できるとある。この三盤
山付近の海域と思われる。
　嘉慶六年 (1801) 正月二十一日付の福建浙江総督の玉徳の題本に，
縁史勇係玉環廰人，置有商船一隻，雇配柁水，装載薯絲，掛驗出口，嘉慶
四年三月二四日，船至瑞安縣所轄北麂外洋，遇有盗船，劫取貨物，經閩安
協哨船追捕，而逸當將史勇解交霞浦縣，訊供移關瑞安縣會勘通詳奉批緝究
詳恭19）。
とある。浙江玉環廰の人である史勇が薯絲を積載し出港したところ瑞安縣所轄
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北麂外洋において海賊船の襲撃を受け積載貨物を強奪されている。北麂外洋で
あるが，『浙江沿海圖　拊海島表』には見えず，位置的から見て北箕山と思わ
れる。『浙江沿海圖　拊海島表』によれば，温州近海の東南に北箕山があり，
温州の黄華關より「八十五里」20）にあり，船隻を「十餘號，漁時百餘號」21）と
ある。この北箕山の「箕」と北麂の「麂」とが音通することから，『浙江沿海
圖　拊海島表』に見る北箕山付近の海域と思われる。
　嘉慶六年三月四日付の福建浙江総督の玉徳の題本に，
縁劉源發係福建同安縣人，自置商船一隻，領有海澄縣牌照，雇配柁水，在
厦門置買糖貨等物，運浙售賣，嘉慶五年四月十九日，船至平陽縣所轄四嶼
東首外洋，遇有盗船，駛攏劉源發等，跳下杉板脚船逃避上岸，被盗船將船
隻貨物占劫，并擄去水手柯南一名，而逸報縣會營勘訊通詳奉批緝究詳恭22）。
とある。福建同安の人である劉源發が自己の船によって海澄縣の牌照すなわち
渡航証明を得て厦門から砂糖などを積載して浙江に交易に行く途上の平陽縣所
轄四嶼東首外洋において海賊船に襲われ，船と貨物さらには水手１名までも拉
致されたのであった。平陽縣所轄の四嶼東首外洋であるが，温州付近の海島に
「四嶼在東策山東南四分里之一」23）とある。この四嶼付近の海域と思われる。
　嘉慶七年（1802）一月十九日付の福建浙江総督の玉徳の題本に，
瑞安縣詳，閩省船戸黄源寶，於嘉慶五年六月十六日，在浙江瑞安縣所轄北
麂外洋，遇盗過船，奪去牌照，并擄水手黄楚幅・黄十一・林江三人一案，
報經莆田縣移知，該縣會勘通詳奉批緝究査恭24）。
とある。福建の船戸黄源寶は瑞安縣所轄北麂外洋において海賊船に遭遇し，彼
の牌照を奪われ，さらに水手3名が海賊によって拉致されている。これも先に
指摘した『浙江沿海圖　拊海島表』に見る北箕山付近であったと思われる。
　嘉慶七年六月十三日付の浙江巡撫阮元の題本によれば，
縁陳阿和，籍隷玉環，販賣魚鮮生理，雇黄阿縷艚船一隻，配水手林士會，
于嘉慶六年十一月二十一日，販得帯魚十八擔，掛號出口，載至温州發賣，
轉買貨物回籍，二十五日，由東關汛掛驗出口，二更時分，船至該縣所轄深
門内洋，遇有盗船，駛攏各攜刀棍過船，劫去洋錢衣物，而逸事主報營移縣
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會勘通詳奉批緝究詳恭等因25）。
とある。陳阿和は玉環山の人で鮮魚を販賣して生活していた。その彼が黄阿縷
艚船一隻に水手に林士會と共に雇われ，嘉慶六年十一月二十一日に帯魚十八擔
を積載して温州へ行って販売して貨物を得て帰帆の途中に平陽縣所轄深門内洋
において海賊船に逢い，洋錢や衣類などを奪われている。平陽縣所轄の深門内
洋であるが，『浙江沿海圖　拊海島表』によれば，温州近海の東南に深門山が
あり，温州の黄華關より「三十七里」26）にあった島である。
　以上が嘉慶年間初めの頃に浙江省の東南海域で海賊船と遭遇した事件の一端
である。
　嘉慶年間にこのような海賊行為が多発する背景として『仁宗實録』卷二，嘉
慶元年二月の是月の条によれば，
福州將軍署閩浙總督魁倫奏辦理洋面情形，並覆奏，御史宋澍陳奏蔡新家信
内，述及閩省洋盜充斥，並勾結安南夷船等因。査閩省近來洋盜充斥，兼漳
泉被水後，失業貧民，不無出洋為匪。但此等匪徒，隨聚隨散，而粤省匪船，
遂有假裝服飾，稱為安南夷人，乘風入閩。臣以海洋為閩省最要之事，不敢
稍有疏懈，亦不敢過於張皇，現添派水師，扮作商船，嚴密緝獲，至蔡新家
信内稱，盜匪脱逃者，責其家長村衆共擒，不獲亦並治罪，能獲者賞之一節。
現在村衆，有將逃回洋匪，紛紛縛送。臣俱賞給銀牌獎勵，如不獲即予治罪，
恐其心存疑懼，反多隱匿。又戰船無風亦動，船動則放礮不準一節。向來係
用哨船，船身笨重，現飭官兵駕坐商船，誘令賊船較近，施放鋡礮，更可使
洋匪遇見商船，疑係官兵，不敢肆行剽劫，得旨。汝所辦尚好，實力實為，
毋懈 27）。
とあるように，福建の海賊が蔓延した理由に，漳州や泉州などにおける水害被
害によって失業した貧民が多くでたこと。またこれらの人々が離合参集を繰り
返し，廣東の海賊に加わり，時には「安南夷人」と称して福建を襲うなどのこ
とがあったとされている。
　『高宗實録』卷一四八四，乾隆六十年（1795）乙卯八月己丑（十一日）
諭軍機大臣曰，吉慶奏琉球貨船在洋被刦一案。前經拏獲盜犯林玉頂等，供
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出盜首林發枝・蔡大等，曾在温州南麂山外洋行刦，並於所獲盜船內，起出
番衣番布旗等物，是琉球貨船，其為林發枝等刦去無疑等語。此案盜犯，膽
敢在浙江洋面搶奪官米，並行刦外夷貨船，實為可惡，必賞按名拏獲，從重
懲治。現在盜首林發枝，蔡大，已逃入閩洋，尚未就獲。…28）
とあり，琉球朝貢船を襲撃し逮捕された林玉頂の供述によると，襲撃船の盗首
が林發枝や蔡大であり，彼らが襲撃した琉球朝貢船から衣類や旗などを奪取し
て，逃亡していることなどが知られる。
　浙江巡撫吉慶の乾隆六十年（1795）八月初三日付の奏摺によれば，
竊査琉球國貨船在洋，被劫一案。前經拏獲盗犯林玉頂等供出，盗首林發枝・
蔡大等，于五月初三日，在温州南麂山外洋，行劫，並于所獲盗船内，起出
番衣・番布旗等物，爲確。係林發枝等劫去，無疑。班案已獲盗犯林玉頂
等29）。
とある。琉球の朝貢船を襲撃した林玉頂等が捕縛された。その林玉頂の供述に
よれば，その海賊の頭目は林發枝や蔡大であった。乾隆六十年五月初三日に浙
江省の温州湾東南沖にある南麂山の外洋で林發枝らの海賊船団が琉球の朝貢船
を襲撃したことが確認されたのである。
　浙江巡撫吉慶の乾隆六十年八月初三日付の奏摺によれば，
　　 竊査琉球國貨船在洋，被劫一案。前經拏獲盗犯林玉頂等供出，盗首林發枝・
蔡大等，于五月初三日，在温州南麂山外洋，行劫，並于所獲盗船内，起出
番衣・番布旗等物，爲確。係林發枝等劫去，無疑。班案已獲盗犯林玉頂
等 30）。
とある。琉球の朝貢船を襲撃した林玉頂等が捕縛された。その林玉頂の供述に
よれば，その海賊の頭目は林發枝や蔡大であった。乾隆六十年五月初三日に浙
江省の温州湾東南沖にある南麂山の外洋で林發枝らの海賊船団が琉球の朝貢船
を襲撃したことが確認されたのである。
　民国四年（1915）修『平陽縣志』巻三，與地志三，海島，外洋之島嶼に，
南麂山，山四邊不等，中徑長八里有半，廣五里，上有平壤墩千畝，土甚饒
沃，其隆處曰百畝坪。濱海有数奥，曰後隴，在南麂西南，曰國姓奥，在南
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麂西北，最平坦可泊舟，曰茅竹奥，在南麂西南，曰大山奥，在南麂東南，
…惟海寇出没，未易防守，居民尚鮮，環南麂小島甚多，…
とあり，温州府下の南麂山は肥沃な土地はそれほど多くはなかったが，船舶の
停泊には適していた。この南麂山が封舟の記録に見られる南杞大と考えられる。
　乾隆年間から嘉慶年間において浙江沿海から福建沿海において海盗の被害を
受けた例を管見の限りにおいて一覧表１に作成してみた。
　この表１からも明なように乾隆十八年（1753）より嘉慶四年（1799）までに
47年間に60件を数える海盗被害を受けた海域は浙江沿海が大部分であるが，清
代の温州府下の海域での被害は18件におよぶ，全体の30％，三割弱であった。
決して少ない数字とは言えないであろう。特に嘉慶二年（1797）に限定して言
えば，35件を数える。その内15件，42.9% と極めて高い数字を示し，同年十二
月二十日に発生した海盗事件18件の内の６件，33.3% すなわち三分の一が温州
近海の平陽と永嘉であり，殆どが平陽近海の北関海外洋であった 31）。
　この海域で被害をうけた船舶の船籍を見るに，福建船は39隻にのぼり，被害
を受けた全船舶の65％である。いかに福建海船の活動が活発であったかを知る
重要な手掛かりになるであろう。
　次ぎに海盗の被害を受けた福建船を中心にその航運活動がどのようなもので
あったかを被害の多かった乾隆60年（1795）を中心に見てみたい。これらはほ
ぼ同様な時期に福州将軍魁倫によって題本によって報告されたものである。資
料の典拠は台北・中央研究院歴史語言研究所に所蔵される「明清史料」による。
記述の形式は先の述べた硃批奏摺の例に準じている。
　乾隆六十年十一月二十一日付の福州将軍魁倫題本によれば次のようにある。
…福鼎縣船戸林起發代客王周観，装載白糖等物，於乾隆六十年四月二十二
日，在七星東外洋劫一案，…32）
　福建東北沿海部の温州府に隣接する福建省の福鼎縣所属の船戸である林起發
が商客王周観に委託され白砂糖等の貨物を輸送する途上，乾隆六十年四月
二十二日に七星東洋において海盗の被害を受けている。
　乾隆六十年十一月二十一日　福州将軍魁倫題本には温州の平陽近海での海盗
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表１　乾隆・嘉慶年間の沿海における盗船による被害の事例表31）
西暦 中国暦・奏摺年月日 省 縣 船戸名 船種 乗員 出港地 目的地
積載貨物・
―帰帆荷物
海賊被害地 被害海域
1753 乾隆18年9月22日 福建 台湾 徐得利 鹿耳門 淡水 軍土木料 大甲渓洋面
1768 乾隆33年3月8日 福建 諸羅 李錦春 豆 北勢洋面
1777 乾隆42年5月27日 福建 福安 陳福利 福寧 浙江 木材 布 小西洋洋面
1788 乾隆53年11月6日 福建 海澄 王大有 豆麦油米 金門島嘴尾
1796 嘉慶元年2月15日 福建 恵安 陳新勝 商船 13 崇武 茘枝・柴 浙江・太平 鹿星山洋面
1796 嘉慶元年2月15日 福建 馬巷庁 高　壽 商船 11 厦門 定海 蕃薯 浙江・象山 三岳山外洋
1796 嘉慶元年6月2日 福建 海澄 陳綿興 商船 厦門 乍浦 糖貨 棉花 浙江・太平 鶯穀洋
1796 嘉慶元年8月7日 広東 潮陽 鄭泳財 商船 11 広東 乍浦 貨 貞合 浙江・象山 鳥鳥嘴洋
1796 嘉慶元年9月24日 福建 同安 呉泳發 商船 定海 糖貨 浙江・太平 吊幇外洋
1796 嘉慶元年10月14日 福建 恵安 駱　随 商船 浙江・太平 調班外洋
1796 嘉慶元年11月21日 福建 恵安 陳進興 商船 浙江・太平 三蒜外洋
1796 嘉慶元年12月11日 福建 晋江 朱典観 商船 乍浦 烏糖 浙江・寧海 金漆門外洋
1796 嘉慶元年12月16日 浙江 平湖 胡源豊 商船 福州 杉木 浙江・永嘉 大瞿内洋
1796 嘉慶元年12月16日 福建 侯官 盧祥禄 艇船 寧波 客貨 豆石 浙江・寧海 花奥山内洋
1796 嘉慶元年12月16日 浙江 平湖 曹文魁 福州 木段 浙江・永嘉 大瞿内洋
1796 嘉慶元年12月19日 広東 潮陽 馬揚興 商船 9 乍浦 烏糖 浙江・寧海 三門内洋
1797 嘉慶二年2月8日 浙江 臨海 翁文育 浙江・臨海 八片内洋
1797 嘉慶二年2月8日 福建 章浦 陳發利 商船 乍浦 板炭 浙江・臨海 南首外洋
1797 嘉慶二年4月20日 福建 章浦 蔡良巽 商船 黄岡 糖貨 浙江・楽清 岐頭内洋
1797 嘉慶二年6月9日 福建 長楽 蕭有然 福州 乍浦 青果 浙江・太平 上大陳外洋
1797 嘉慶二年6月9日 浙江 鎮海 王泳有 商船 福州 乍浦 糖貨 浙江・寧海 三門内洋
1797 嘉慶二年5月28日 福建 南安 伍進良 商船 寧波 糖貨 浙江・寧海 牛山嘴内洋
1797 嘉慶二年5月28日 浙江 鎮海 徐順興 商船 福州 寧波 杉木・靛 浙江・寧海 三門内洋
1797 嘉慶二年5月28日 江南 通州 毛鳳壽 関東 油酒黄豆 浙江・太平 大陳山外洋
1797 嘉慶二年5月28日 浙江 海寧州 馮泰来 商船 福州 杉木 浙江・永嘉 大瞿内洋
1797 嘉慶二年5月28日 福建 同安 黄新春 商船 浙江・永嘉 大瞿内洋
1797 嘉慶二年閏6月22日 福建 福鼎 蔡　裕 商船 寧波 福州 豆石 浙江・平陽 東首外洋
1797 嘉慶二年閏6月22日 福建 長楽 呉發興 商船 玉環 栲皮 浙江・玉環 東首外洋
1797 嘉慶二年閏6月22日 福建 寧徳 劉　斤 商船 寧波 蘇餅 浙江・永嘉 霓澳外洋
1797 嘉慶二年閏6月29日 福建 長楽 張茂居 商船 乍浦 土碗 浙江・玉環 双排外洋
1797 嘉慶二年7月29日 浙江 鎮海 柴萬順 商船 浙江・平陽 四嶼外洋
1797 嘉慶二年7月29日 福建 恵安 陳旺興 商船 浙江・太平 三蒜外洋
1797 嘉慶二年8月24日 浙江 楽清 陳順發 梭船 寧波 温州 南貨 浙江・玉環 寨頭外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 海澄 金廣昌 商船 厦門 石浦 烏糖 浙江・太平 石塘洋面
1797 嘉慶二年12月20日 福建 長楽 姜茂餘 商船 浙江・平陽 北関山外洋
1797 嘉慶二年12月20日 広東 澄海 黄得盛 商船 塘貨 浙江・平陽 北関山外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 海澄 王振興 商船 寧波 烏塘 浙江・平陽 東台外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 同安 陳得勝 商船 浙江・平陽 北関山外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 同安 杜振利 商船 浙江・平陽 北関山外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 海澄 黄洪春 商船 乍浦 塘・烟 浙江・永嘉 大瞿内洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 何鄭利 商船 豆餅 浙江・太平 天井澳外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 長楽 林發中 商船 豆餅 浙江・太平 天井澳外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 甫田 周　徳 商船 乍浦 花生 浙江・太平 調班外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 甫田 郭禹蘭 商船 乍浦 烏塘・花生 浙江・太平 拍脚澳外洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 同安 金順利 商船 寧波 塘烟 浙江・太平 調班外洋
1797 嘉慶二年12月20日 浙江 鎮海 鄭萬利 烏塘 浙江・寧海 三門内洋
1797 嘉慶二年12月20日 浙江 鎮海 朱泳興 杉木 浙江・寧海 三門内洋
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の被害が見られる。
…林騰祥係福建莆田縣人，自置商船壹隻，領有牌照，雇配柁水，由籍載貨
來浙交卸之後，在寧波装載棉花等貨，欲運回籍售賣，乾隆五十九年十二月
十八日，船至平陽縣所轄北関外洋，忽遇盗船三隻，駛攏各匪持械，過船劫
取衣銭等物，…33）
　福建興化府莆田縣の林騰祥が自己所有の船舶一隻並びに船牌をもって水主等
乗員を雇用し，莆田縣より貨物を積載し浙江省に赴き交易の後，寧波において
綿花等の貨物を購入して帰帆する途上の乾隆五十九年（1794）十二月十八日に
浙江省南部沿海の平陽縣近海において海盗の被害を受け，積荷等を奪取された
のであった。
　乾隆六十（1795）年十一月二十一日　福州将軍魁倫題本には同じく平陽近海
での海盗被害が報告されている。
…鄭永泰係福建同安縣人，自置商船壹隻，領有牌照，雇配柁水，來浙生理，
乾隆六十年三月二十三日，船至平陽縣所轄百畝礁外洋，遇有盗船数隻，駛
攏過船捜尋，並無貨物，将水手蔡道壹名擄去，…34）
　福建泉州府同安縣の人である鄭永泰が自己の船舶一隻並びに船牌を保有し，
水主等を雇用して航行して浙江省に至り交易し，乾隆六十年三月二十三日に平
陽縣沿海において海盗の被害を受けた。積載貨物が少なかったので水主の蔡道
一名が連れ去られたとされる事例である。
1797 嘉慶二年12月20日 浙江 鎮海 朱洪寶 茶葉 浙江・寧海 三門内洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 晋江 朱春勝 茶葉 浙江・寧海 三門内洋
1797 嘉慶二年12月20日 浙江 鎮海 曾萬順 茶葉 浙江・寧海 三門内洋
1797 嘉慶二年12月20日 福建 同安 周合源 紅塘・茘柴 福建・霞浦 大均竹洋面
1798 嘉慶三年6月29日 福建 龍渓 金徳興 寧波 棉花・紹酒 浙江・太平 石塘洋面
1798 嘉慶三年6月16日 江蘇 崇明 湯日隆 莱陽 豆貨 江蘇・崇明 余山南洋
1798 嘉慶三年8月27日 浙江 任和 戴大有 永嘉 乍浦 杉木柳段 浙江・寧海 三門内洋
1798 嘉慶三年9月12日 浙江 勤縣 孫大順 台州 乍浦 客炭 浙江・寧海 下湾門内洋
1798 嘉慶三年11月6日 福建 福鼎 王豫成 商船 福州 寧波 竹売 福建・福鼎 南関外洋
1798 嘉慶三年11月6日 福建 福鼎 紀阿發 福建・福鼎 台山外洋
1798 嘉慶三年11月6日 福建 長楽 卓有福 乍浦 明瓦青果紫竹 福建・福鼎 黄崎深水外洋
1798 嘉慶三年10月2日 浙江 仁和 戴大有 乍浦 杉木 浙江・寧海 三門内洋
1799 嘉慶四年11月5日 浙江 海寧州 雇船 乍浦 樹炭 浙江・楽清 三盤門外洋
台湾中央研究院歴史語言研究所蔵「明清史料」により作成。海賊被害地の太字は温州近海である。
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　このように，温州近海は海盗の出没しやすい海域の一つであったことは確か
であろう。
三　清末から民国期の温州沿海の海盗
　このような状況は清朝後半においても見られる。寧波の公報である『甬報』
光緒七年（1881）三月，第三巻には温州に隣接する台州に関して次の記事が見
られる。
台属多属○台州瀕海之銅錘山・牛頭嶴等處盗夥甚，爲首者金姓，自稱金峨
大王，以銅錘山爲巣穴。聞該處附近二十里，居人多爲裏，脅有衆三四千，
船二十餘隻，出没洋面，以劫行旅，前有船由寧波連帳棚數十架赴台，途中
被劫一空在船兵弁禀，經海門鎭報，駐寧張軍門瑞観察，二月十六日，派伏
波兵船，往台郷官紳，亦率兵練往剿不敵，二十六日又派駐寧大教場練勇
五百名，由熊軍門有恒帯領乗元凱兵船，駛赴海門，登岸備剿，當不難撲滅，
又黄巌・仙居及温州地方，近亦多盗，現聞擬將衛安營洋槍隊足五百人，調
往緝捕，確否容續報35）。
とあり，台州瀕海の銅錘山・牛頭は海盗の出没する海域であり，光緒七年当時
において金峨大王と自称する海盗が横行し，水軍による警備不備の問題が指摘
されていた。とりわけ台州の黄巌・仙居や温州地域は海盗の多い地域としてさ
れたのである。
　この海盗金姓とは『申報』第3642号，光緒九年四月二十九日，1883年６月４
日付の「温郡瑣録」に，「光緒七年間，台匪王金滿竄擾温台」36）とあり，『申報』
第7930号，光緒二十一年四月二十六日，1895年５月20日付の「四百十號畫報出
售　點石齋啓」に，
王金滿千戎浙之合州人，初爲海盜，當未投誠，時官兵剿之，急屢出奇計，
以解重圍，有古名將風，今得帙事數，則分繪爲圖，正不必爲千戎諱也。他
若埃及有釁屍之法，藝士有造雷之能，某姓宅中彩輿空返泥城橋畔，馬夫横
行，隨事繪圖，不及細贅，卽日出售此佈37）。
とあるように，1880年代初めに浙江沿海の温州沿海を襲撃していたのが王金満
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と言われた海盗であった。
　民国時期になってもその状況は大きな変化を生じなかった。寧波で発刊され
ていた新聞『時事公報』38）の1922年７月18日「洋盗猖獗中之船商呼籲」によれ
ば次のように見られる。
寧台温三属洋面遼闊，盗匪毎恃爲淵藪，近自水警裁撤巡船後，該盗黨聲勢
尤形猖獗。
　寧波，台州，温州に連なる海域は海盗の巣窟に関係する海域として水上警備
の重要な沿海地域であった。事実，この海域での海盗被害について次の報告が
されている。『時事公報』1922年10月26日「蘇浙洋面盜氛猖獗之警報，擄人越
貨不一而足」の記事に次のように見られる。
寧波外海水上警廰昨據乍浦商會代電稱，據笋紙公幫聲稱，金寳康永勝利兩
船，同於上月養日裝載笋紙等貨，自閩運乍。本月江日行經台州腳桶洋地方
避風停泊，夜半突來盜船七艘，駛近泊處，開鎗示威，意圖搶劫，幸經金寳
康船守夜水手覺察，喊同兩船全班舟子，奮力抵禦，相持許久，始將盜船擊
退，兩船纔於眞晚抵乍，惟同日尚有金裕順新泉興金發興吳德勝金源發五船，
自閩開駛，行駛較緩，安危未卜，務乞轉陳保護等語，年來□船被盜，時有
所聞，應請嚴飭兵艦認真巡護，俾安商旅云云，聞來廳長接知後，已飭各該
隊長將該船金裕順等五艘在洋加意巡護矣，又聞寧台溫三屬洋面海盜，探悉
蘇省駐巡外海各山岙之水警各巡船，正在回淞修理之際，遂糾集大幇股匪，
奪得民船，乘前數日南風之便，闖入蘇省奉南兩縣洋面，民船必經之處，分
投截劫，近日赴淞砂泥石子柴炭等船，均有遇見，盜以砂泥柴炭等船，無值
錢之物可劫，故皆舍棄，專劫裝運米糧值錢之各貨船，如嚴駿隆木頭船被盜
劫去食用衣被各物，並擄去船夥朱全二一名，又鮮豬船金順興周源順金寳興
等十餘船劫去後，勒令備欵取贖，又胡源盛牛骨船，前日行至銅沙洋面，遙
見有盜船數艘，正在圍劫商船，即行逃避，被盜追趕十餘里，幸得脫險，又
由溫裝載紙貨之金順康釣船，亦在該處遇盜，與盜對敵數小時，互相開鎗數
十響，臨敵時，盜用浸濕棉被護身，順康船則用紙綑遮擋子彈，隨行隨敵，
當盜船圍攻金順康時，乘隙得逃之船不少，又官鹽船金震豐等四艘，由瀏□
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卸空回浙，過淞不及百里之洋面，亦見數盜船擄劫他船，遂各紛紛轉舵回淞，
又前數日發南風時，各釣船被劫者多至十餘艘，並有擄去充作盜船者，致浙
寧貨船百餘艘，皆停泊淞口，不敢啓椗，以待護商巡船到時，方可囘浙，又
二十三日午刻，金祥豐金長源金萬興金恆源金財源等各釣船，由寧卸卻豬只，
空船抵淞，經過鴨窩沙洋面，被盜船追趕至離淞四十餘里，幸皆空船，行駛
較速，未被追上，同日駐淞鹽捕緝私第一團第一營督巡一號巡船吳福生管駕，
在鴨沙窩洋面，見一石子船，恐有夾帶私鹽，遂駛往看艙，將近該船，盜眾
已暗伏艙面，開鎗轟擊，吳船幾為所算，幸吳船即行轉舵，離遠開鎗，對敵
一小時，因眾寡不敵而退，卒被盜彈傷船蓬，人則未傷云，以蘇浙洋面海氛
猖獗如是，不幸而被盜劫者，請求就近水警援救，又復輾轉延遲，盜船已經
去遠，始草草遊弋追趕，敷衍塞責，無裨實際，致航商大有腳呼救無門之勢
云。（□は不明文字）
　商船が海盗の被害を受けた報道である。笋紙等の貨物を裝載して福建から乍
浦に赴く金寳康と永勝利の二隻が台州の腳桶洋地方において風を避け停泊して
いたところ，夜半に突如盜船７艘が現れ，攻撃を示したので威嚇し，乗員が反
撃して難を逃れている。また同日に金裕順・新泉興・金發興・呉德勝・金源發
の５隻が福建からの航行中に盗船の襲撃を恐れ兵艦の護衛を受けて難を逃れて
いる。同じ記事に見える嚴駿隆の木頭船は盗船の被害を受け，食用品や衣類な
どを奪われ船員21名が拉致された。また食料とする豚などを積載した金順興と
周源順そして金寳興の10余船も被害を受けた。胡源盛牛骨船は銅沙洋面におい
て遙かに盜船数隻を発見し，盗船の追尾を受けるが逃れている。また温州から
紙貨を裝載し輸送していた金順康釣船 39）が盗船に衝撃を受けたが何とか難を
逃れている。官鹽船の金震豐等４隻も瀏河口から空船で浙江に戻る際に呉淞口
から100里足らずの海上で盗船の襲撃を受けた。金祥豐・金長源・金萬興・金
恆源・金財源などの釣船が，寧波より生きた豚を輸送して上海に赴き，帰りは
空船で呉淞口を出て鴨窩沙洋面を通過したところで盜船の追尾を受けたが，幸
いなことに全船が空船であったため難を逃れている。
　さらに『時事公報』1922年11月17日「海盜擄人拔船之橫行，被害船…釣船一
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艘…砂石船二艘…漁船三艘…□船二艘」（□は不明文字）にも次の被害が見ら
れる。
寧波釣船金祥春號，於月之四日，在離吳淞口外七八十里銅沙洋面遇盜，將
全船人貨悉行劫去等情，已□紀本報，茲悉該釣船為海盜擄至溫台交界之海
門某海濱□，即囑該船舵工，就近通報温州某坐號，速□備銀千兩往贖，該
坐號得悉後，一面電催船主張連生速赴温州議贖回人船辦法，一面由某坐號
電稟外海水警廰，業派永定警，跟之至海門某港，偵査該船下落及海盜巢穴，
以便截捕云。
　寧波の釣船金祥春号が呉淞口外の70～80里の銅沙洋面において盗船の襲撃を
受け乗員と貨物を強奪された。この船は温州と台州付近の海域に拉致されて，
その乗員が温州に赴いて報告している。
　浙江省東部沿海を航行していた商船の海盗被害から，襲撃された商船は福建
から上海の間の海域を航行していた木材や様々な物資を搭載していたものであ
った。これらの商船の特徴は，福建から木材を浙江省や上海へ輸送する船舶が
多く見られた。特に福建と浙江との物資の流通に従事していた船舶が海盗の餌
食となったのであった。
　他方漁船の海盗被害も多く，それは定海を含む舟山群島近海が魚類の棲息す
る優良な海域であったため，その海域で操業する漁船を狙って海盗が衝撃して
きたのである。
　浙江沿海の海盗は，南は浙江省と隣接する福建省の東北端の沙埕から北は長
江口に当たる吳淞口外まで盗船の無いところは無く，海盗の被害の無い日はな
く，商船が襲われその損害は十萬金を降らないとされる被害が見られた。そし
て海盗の襲撃の目標は，民船の積荷であり，泥や柴や石炭を積載した船は價値
の無い船として見過ごし，米糧などの價値ある貨物を積載した民船を襲撃した
のであった。
　その後の1920年代から1930年代にかけて温州近海での海盗に関して上海の
『申報』が幾つかの記事を掲載している。
　『申報』第18086号，中華民國12年，1923年７月３日付の「張萬順釣船被擄之
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經過」によれば。
船主被擄船夥彈亡　浙省釣船戸張萬順，自温州裝載茶葉進口，於陰曆本月
十六日晨，駛經浙江洋面，在魚星山附近，突遇盜船兩艘，將釣船左右圍住，
盜匪計有六七十人，各持槍刀棍棒，蜂擁登舟，…釣船被刼…擄去舵主一人
　浙省釣船戸金永豐號，自温州載運木植進淞，前日上午，駛經江蘇大戢洋
面，突遇盜船三艘，攔阻去路，盜匪約有三四十人，各執槍械刀棍，蜂擁登
舟，勢甚兇猛，…40）
とあるように，浙江省の釣船張萬順船が温州から茶葉を輸送していたところ海
盗60-70人によって，そして温州から木材を輸送していた金永豊船が海盗30-40
人の襲撃を受けたのであった。その後も『申報』に以下の記事が見られる。
　『申報』第18201号，中華民國12年，1923年10月27日付の「銅沙洋面兩船被擄」
浙省…釣船戸金永隆由，温州裝載紙貨，連往長江一帶，於本月二十三日，
行經外銅沙洋面，亦遭海盗據刦云41）。
　浙江省の釣船の船舶所有者である船戸の金永由は温州において紙類などの貨
物を積載して，長江流域を目指していたが，長江口に近い「銅沙洋面」におい
て海盗に遭遇している。
　『申報』第20190号，中華民國18年，1929年６月９日付の「金釣船被盜遇救」
釣船金振吉，此次由温州裝載木器椅凳來申，駛至銅沙洋面，突有盜船兩艘，
一船名公和字樣，帆風而至，金船不疑，盜船乃駛近開槍，金船夥友在船面
工作，被擊三人，各夥友知係遇盜，即扯足風篷疾駛，兩盜船後追，又復開
槍，金船見勢洶洶，祗得落篷，任其所爲，兩船中之盜匪，蜂擁上船，執有
長槍或大刀，皆操温臺口音，見人亂擊，將船主何某，由房拉出毆打，搜刦
去洋五百餘元，銀洋衣物，盡被刦去，臨行時欲將何船主及夥友三人拉去，
幸有一捕漁輪船經過，汽笛聲鳴，盜聞悉，即一哄躍入盜船，疾駛逃逸，該
漁輪得悉，將金船獲送至戢山海面，金船開至瀏河，將受傷夥友三人，送入
醫院診治42）。
　同じく釣船金振吉が，温州から木器椅凳を積載して「來申」すなわち上海を
目指していたところ長江口に近い銅沙洋面で海盗に襲撃されている。
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『申報』第20365号，中華民國18年，1929年12月１日付の「寗波釣船兩次遇盜」
寗波釣船金泰康，由温州裝運木植來滬銷售，駛抵温境之勺班門港，突遇大
帮温台海盜，上船刦去木植四十餘支，於上月二十一日，船至寗波縣屬之雞
頭山洋面時，忽又遭遇盜船兩艘，海盜十六人各執精利槍械，攔住木植船，
蜂擁登舟，…43）
　寧波の釣船金泰康が，温州から木材を積載して「滬」すなわち上海に赴き交
易する予定であったところ，「温境之勺班門港」と溫州近海で突如現れた温州
と台州グループの海盜に襲撃されている。
『申報』第20690号，中華民國19年，1930年11月３日の「寗波」に次のように
ある。
金生利釣船被刼，寗波釣船金生利，近在温州裝載貨物開駛赴申，乃駛至温
州洋面，忽遇大帮盜匪駕船尾隨，迨駛至温台洋面交界該盜等突向金生利開
槍，船伙被傷二人，船亦彈穿數洞，各盜蜂擁上船刼去大洋二百餘元，並將
船主金某及伙友二人擄架而去，現金船已開至鎭海停泊一面派伙赴申，報告
各貨號，懇請設法營救船主等三人44）。
　寧波の釣船金生利が，温州において貨物を搭載して上海へ赴くところ温州近
海において海盗に襲撃されたのであった。
『申報』第21067号，中華民國20年，1931年11月26日付の「金順泰釣船中途遇盜」
にも次のように見られる。
呉淞三夾水口外溫台海盜，近復漸次猖獗，…前日釣船金順泰在温州裝運南
通各號紙貨煤炭等物，駛抵定海洋面，突遇海盜四十餘名，鳴槍追擊，該釣
船因無抵抗能力，遂為衆盜蜂擁登舟，…45）
　呉淞口附近において温州と台州グループの海賊が頻繁に出没し，釣船金順泰
が温州より南通の各商店向けの紙貨や煤炭などの貨物を積載して，舟山群島に
近い定海洋上で海盗に襲撃されている。
　以上の６件の『申報』に掲載された温州近海での釣船等が襲撃された例を掲
げたが，『申報』第20190號，中華民國18年，1929年６月９號，「金釣船被盜遇救」
に，温州から木材等を積載して上海に向かった釣船金振吉が海盗の襲撃を受け
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た。その海盗の中に「皆操温臺口音」とあるように，温州や台州の方言を操る
人物が混じっていたのであった。
四　小　結
　上述のように温州近海は古くから海域航行を遮断し阻害する海賊・海寇・海
盗が出没していたことが知られる。
　嘉靖『太平縣志』によれば，嘉靖年間の倭寇の多くが「今之為寇二，謂漳賊
也，與導漳之賊也。而倭不與焉。凡漳賊與導漳之賊，率閩浙賈人耳」46）と，浙
江省の中部沿海を襲撃した「倭寇」と呼称された海賊集団は，福建南部の漳州
商人が関係していたようであった。萬暦『温州府志』の寇警に記録された温州
府近海を襲撃した倭寇に関するものは明代の永楽十五年（1417）から萬暦
四十二年（1614）までほぼ200年にわたっていた。しかし頻発するのは嘉靖年
間であって，とりわけ嘉靖三十一年（1552）から嘉靖四十二年（1563）の11年
間に集中しているのである。そのなかでも嘉靖三十七年から嘉靖四十年の四年
間がもっとも厳しかったことがわかる。
　これらの海賊等は正常に海上航運を行っていた商船や，漁猟活動をしていた
漁船を襲撃してその積荷を奪取したのみならず，人命の拉致や損傷などの被害
を与えたのであった。
　近代温州近海で航行していた釣船が，温州から茶葉や木材等を上海などへと
輸送する途中で襲撃されたのであった。とりわけ温州から木材等を積載して上
海に向かった釣船金振吉が海盗の襲撃を受けたが，その海盗の中に「皆操温臺
口音」47）と，海盗のほぼ全員が温州方言や台州方言を使って会話していたこと
からも，温州や台州の出身者が海盗の中に加わっていた可能性が知られるので
ある。
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